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本プロジェクトの正式名称が決まりました。

プロジェクト名は「かながわ大会みらいプロジェクト」 です。
宜しくお願いします！

るための多く
の意見が出さ
れたように思
います。
これからも、

少しずつです
が、みんなの
神奈川大会を成功させるために、
効果的な広報を積極的に行って
いきたいと思っています。

第１回 広報部会の報告

全国大会実行プロジェクト（仮
称）の部会の広報部会議（メン
バー：６名）が、メンバーの勤務
先のお部屋をお借りし、10月19日
開催されました。まず「そもそも
広報とは、何ぞや？」ということ
で確認しますと、ウィキペディア
には「企業だけでなく行政や各種
団体の活動内容や商品などの情報
発信を行う業務」とあります。な
るほど！広報部会の役割は「全国
大会の情報発信を行う」ことにな
ります。ということで、第１回広
報部会ではそろそろ（仮称）を取
りたいとのことで、①プロジェク
ト名称の検討、②大会テーマの検
討③当ニュースレターの誌面構成、
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高瀬 昌浩

さらに④全国大会のロゴマーク、
⑤マスコットキャラクターの話
を行いました。少人数なので、
思いつくまま意見を出し合い、
①は「みらい」をイメージとし
た意見②は実践での気づきをカ
タチにするや、ともに生きる
④は神奈川県の県の鳥である
「かもめ」をモチーフとした意
見、⑤についてもぜひ作成した
いと前向きな意見に加え、
キャラクター名は「かなが
わ みらい ちゃん、くん」
はどうか等の自由な意見が
ありました。あくまで部会
内での話なので決定には至
らないですが、検討を深め

２年後の開催に向けて、プロモーション部
会の活動構想をお伝えします！

こんにちは。
私の所属は東京
都墨田区にある
病院です。
なぜ、神奈川

県の人ではない
のに、プロジェ
クトに参加して
いるのか疑問に

思いますよね。元神奈川県内でＭ
ＳＷとして働いていました。なの
で、古巣を応援したく参加してい
ます。
さて、我がプロモーション部会

は計６名でスタートすることとな
りました。プロモーション部会の
ミッションは、全国の会員に向け
て「神奈川県」が2019年を目指し
て全国大会をする！を周知するこ
とです。では、どのようにするか
を10月初旬に話し合いました。

神奈川県といえば名所、
グルメがたくさんある。そ
してイメージは、神奈川の
鳥「かもめ」が『お勧め』を紹
介しながら「歴史、おしゃれ、
美味しい」を入れながらＰＲで
きたらいいなと考えました。
まずは、ＰＲ動画を作成して

みる。そして、会員のみなさん
と一緒に大会をつくっていきた
くなるような告知をすること、
全国の方に向けては、来年の香
川大会で披露できるよう準備を
進めていけたらと考えています。
このＰＲ動画を、一緒に作成

してみようかな？は大歓迎で
す！お待ちしています！
神奈川は、ランドマークや赤

レンガ倉庫、みなとみらいなど
おしゃれで素敵な場所もありま
す。そして、鎌倉や小田原城の
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ような歴史を感じるところもあ
り、社会福祉制度も、先駆的で
あったことは言うまでもありま
せん。
障害児者への在宅サービス、

外国にルーツのある方々への医
療支援など今も課題とされてい
ることへの取組みを私たちの先
輩方は取り組まれていたことを、
もう一度会員から理解して、全
国のＭＳＷに発信していきたい
と考えます。
「やまゆり園」などの悲しい事
件も、神奈川県内でした。楽し
いことを伝えるのではなく、社
会的な課題にもメッセージを
もって神奈川大会に来てもらい
たいと思っています。

神奈川デッサンクイズ②
「さて？ここはどこでしょう？」

答えは次号で！



【お問い合わせ先】
（一社）神奈川県医療ソーシャルワーカー協会事務局 TEL/FAX 045-827-1217 E-mail：msw.kana@proof.ocn.ne.jp

神奈川デッサンクイズ①
「さて？ここはどこでしょう？」

正解は・・・「横浜赤レンガ倉庫」
横浜赤レンガ倉庫は、明治／大正の煉瓦造建築
が人気の横浜を代表する観光スポット。明治末期
から大正初期に国の模範倉庫として建設されたレ
ンガ造りの歴史的建造物です。2号館には、ライ

ブ・レストランとビアレストランの他、飲食・物販店
が50軒以上入っています。周りには木々を配した

公園が広がり、のんびり安らぐにもおすすめです。
また、夜になると赤レンガ倉庫がオレンジ色にライ
トアップされ、昼間とは違った幻想的な雰囲気にな
ります。（横浜観光情報より）

年度 開催県 学会テーマおよび講演

2017 北海道 「医療ソーシャルワークの枠組みを再考する」
記念講演：荻田和秀 教育講演：二木立 特別講演：佐々木健

2016 新潟 「生きる力に寄り添うソーシャルワーク～現在・過去・未来」
記念講演：塚田眞弘 教育講演：長尾和宏 特別講演：吉田学

2015 京都 「時代をつらぬく医療ソーシャルワークの実践～一人ひとりが尊ばれる、排除の
ない社会をめざして」基調講演：浜矩子 記念講演：ベニシア・スタンリー・
スミス 教育講演：岡本民夫 特別講演：河西千秋、唐澤剛

2014 茨城 「もう一度見つめよう私たちの存在～いのち（生命・生活・人生）に寄り添う
ソーシャルワーカー」
基調講演：石井光太 記念講演：猪飼周平、山手茂 教育講演：宇都宮啓

2013 大阪 「つながるひろがるささえあう～集まれ！医療ソーシャルワーカーの未来のため
に」基調講演：安田雪 記念講演：くじらいいく子 特別講演：宇都宮啓

2012 群馬 「共生社会をめざして～求められるソーシャルワークとは」記念講演：ヘネシー
澄子 教育講演：大橋謙策 特別講演：秋山豊寛

2011 大分 「貧困と家族～現代社会の貧困と向き合う」
特別講演：櫻井よしこ

2010 長野 「相談しましょ♪そうしましょっ。～激動の時代ソーシャルワーク原点回帰」
記念講演：長純一 特別講演：柳田邦男

2009 山形 「いざ、ソーシャルワーク、地域へ発信！～『かかわる』『ささえる』『つな
ぐ』そして『いきる』」記念講演：赤坂憲雄 特別講演：細谷亮太

2008 沖縄 「ゆるぎないソーシャルワーク実践」
記念講演：石松隆和 教育講演：大橋謙策 特別講演：藤木勇人

2007 高知 「明日につなげるために～みせよう！ソーシャルワーカーの底力」
特別講演：野田正彰

2006 茨城 「Social Work Design～今を受け継ぐ未来の私たち」
記念講演：鎌田實 特別講演：中村秀一

2005 兵庫 「『危機』を支える『暮らし』を創る～ソーシャルワーカーだからできること、
すべきこと」記念講演：灰谷健次郎

2004 徳島 「The New Power Of Social Work～ひろがる・つながる・わかりあえる」
基調講演：岡本民夫 記念講演：逸見晴恵

2003 東京 「Human rightsとSocial work～いま在ること、為すべきこと」
記念講演：小柴昌俊 教育講演：国宗直子、若穂井透 特別講演：大橋謙策

過去の学会テーマおよび講演について（2003年以降）

全国大会に向けて「大会テーマ」「企画」についてご提案をお待ちしています。 アイデア
をお持ちの方は、事務局あてに、①氏名 ②所属 ③ご提案内容を記載のメールを送っ
てください。


